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あり、項構造は句構造によって規定される（Hale and Keyser 1993, Marantz 























（5）ａ．非能格自動詞: 太郎が歩く。/ Taro walks. 
　　ｂ．他動詞（i）: 太郎が本を読む。/ Taro reads a book. 
　　ｃ．他動詞（ii）: 太郎がpcを壊す。/ Taro breaks the pc. 


























（7）a．John opened the window.




















































































（19）a．健二も　* ［ そう‐し‐倒し‐た ］。
 ［  V1　  v* 　V2　  T  ］
　　  b．健二も ［   そう‐　し‐た ］。
 ［  V1-V2　  v*　 T ］
（20）リンゴひと山が棚から全部 転がり落ちた。
（21）a．ミカンひと山もあっという間に　* ［ そう‐なり‐落ち‐た  ］。
  ［   V1        v       V2      T   ］
　　  b．ミカンひと山もあっという間に　? ［  そう‐  なっ‐た   ］。7













ておらず、他動性は一致せざるを得ない（Okura 2009: Ch.4、Nishiyama and 
Ogawa 2009、2011、西山・小川 2013: 注9、斎藤 2014も参照）。理論的に





（23）a．太郎も ［ そう‐し‐終え‐た  ］。
 ［   V1     v*     V2      T  ］
　　  b．太郎も ［   そう  ‐し‐た  ］。9
 ［ V1-V2      v*    T  ］
（24）メルモちゃんが魔法を使って大人に変わり終えた。
（25）a．太郎も ［ そう‐なり‐終え‐た  ］。
 ［   V1       v        V2       T  ］
　　  b．太郎も ［   そう  ‐し ‐た ］。
 ［ V1-V2     v*   T  ］













（27）a．?アイスクリームも ［ そう‐なり‐過ぎ‐た  ］。
   ［  V1        v         V2      T  ］
　　  b．アイスクリームも ［  そう ‐*し/なっ‐た ］。
   ［ V1-V2       v*/v         T  ］
（28）太郎が しゃべり過ぎた。
（29）a．花子も ［ そう‐し‐過ぎ‐た ］。
 ［  V1      v*     V2      T  ］  
　　  b．花子も（仲良しの友達といると） ［   そう　‐*し/なっ‐た ］。












◦ タイプ A（「語彙的」） ― v*/v
◦ タイプ B（「統語的：他動詞型」） v*/v v*/v






























































山 1993）が、2つの動詞に対して1つの小動詞 v*/v が併合されるという統語
構造によって説明された（Okura 2009: Ch. 4、Nishiyama and Ogawa 2009、
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